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まちの話題

第１５回町民フェア

お知らせ

玉黄金

３月号の主な内容たくさんの思い出を胸に巣立ち

　３月は別れの季節。３月１３日は中学校、

２４日はほとんどの小学校で卒業式がありまし

た。児童生徒たち（小学校４７名、中学校５２名）

は、在校生や恩師、保護者らに見送られ、思い

出がつまった学び舎を後にしました。
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（赤徳小中学校卒業式）
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ま
ち
の
話
題

栄
君
（
龍
瀬
小
）

　
　
　
　

相
撲
大
会
で
活
躍

2/13

（木）

　

両
国
国
技
館
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
「
白
鵬
杯
」

で
準
優
勝
に
輝
い
た
龍
瀬
小
学
校
４
年
の
栄
龍
征
君
（
住
用
ク

ラ
ブ
）
が
、
龍
郷
町
役
場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

白
鵬
杯
は
、
日
本
国
内
の
ほ
か
、
海
外
の
招
待
チ
ー
ム
も
集

う
日
本
最
大
級
の
小
中
学
生
に
よ
る
相
撲
大
会
。
栄
君
は
各
地

の
強
豪
を
次
々
と
退
け
、
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

栄
君
は
「
目
標
は
、
来
年
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
、
全
日
本
大
会
、

白
鵬
杯
で
の
優
勝
。
地
元
開
催
の
鹿
児
島
国
体（
２
０
２
０
年
）

で
は
団
体
・
個
人
で
頂
点
に
立
ち
、
地
元
に
恩
返
し
を
し
た
い
」

と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、

こ
れ
ま
で

の
成
績
が

評
価
さ
れ
、

県
教
育
委

員
会
の「
い

き
い
き
教

育
活
動
表

彰
」
を
受

賞
。
さ
ら

な
る
活
躍

が
期
待
さ

れ
ま
す
。

大
勝
バ
レ
ー
ス
ポ
少

　
　
　
　
　
　

が
優
勝

3/2

（土）

幾
里
集
落
を
表
彰

　
　
　
　

河
川
愛
護
団
体

3/3

（月）

　

第
22
回
瀬
戸
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
卒
業
記
念

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
瀬
戸
内
町
の
清
水
公

園
総
合
体
育
館
で
あ
り
、
大
勝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
Ａ
級
で
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

大
会
は
Ａ
～
Ｃ
級
に
28
チ
ー
ム
が
出
場
。
大
勝
は

決
勝
戦
も
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
つ
な
ど
、
安
定
し
た
強

さ
を
見
せ
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
２
月
に
あ
っ
た
第
９
回
龍
郷
町
卒

業
記
念
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
も
優
勝
を

飾
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
河
川
愛
護
運
動
優
良
団
体
知
事
表
彰
対

象
者
が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
、龍
郷
町
か
ら
幾
里
集
落（
廣

島
敬
久
区
長
、
１
０
９
世
帯
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
県

大
島
支
庁
で
表
彰
状
授
与
式
が
あ
り
、
地
域
の
美
化
活

動
へ
の
功
労
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
集
落
民
の
地
域
を
大
切
に
す
る
理

解
と
美
化
活
動
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ

た
も
の
。
同
集
落
で
は
、
日
頃
か
ら
２
級
河
川
・
秋
名

川
の
美
化
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域

の
環
境
美
化
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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防災訓練で危機意識高める

　　　秋名・幾里、龍郷集落
３/ ９

（日）

　突発的な豪雨や甚大な被害をもたらす台風などの自然災害に備えるため、秋名・幾里集落は「防
災訓練」、龍郷町消防団龍郷班は「津波避難訓練」を実施しました。両訓練とも多くの地域住民
が参加し、自主避難などの初期対応を確認。万が一の事態に備え、防災意識の高揚を図りました。

　今年３月に自主防災組織が立ちあがっ
た秋名・幾里集落は、突発的な豪雨による土砂災害等を想
定した防災訓練を実施。自主避難などを通して、災害に対
する初期対応の手段、課題などを探りました。
　訓練では、奄美警察署ら関係機関も参加。土砂に閉じ込
められた車からの救出や搬送訓練のほか、住民による応急
処置講習もありました。

　龍郷集落は、喜界島沖でマグニチュード７の地
震が発生し、「大津波警報」が発表されたと想定した避難訓
練を行いました。防災無線での警報発令と同時に、集落民
が指定箇所に避難。その後、応急処置講習を受講しました。
　また、町消防団龍郷班に配備される車両の引き渡し式も
あり、徳田町長から勝団長へ鍵が手渡され、放水訓練等も
実施しました。

「命」は自分で守ろう！

秋名・幾里

龍　郷

　２０１４年も始まり、皆様のお蔭で、月１回（第３水曜日午後 2 時１０分～ 3 時１０分）の “ 在
宅家族会 ” を、龍郷町中央公民館にて、ゆらってお茶のみをしながら、ユッタリした時間を過ごし
ています。さて、2 月は色々な催しも開催致しましたので、御報告致します。
　１０日タッピングタッチ研修（その方の自己元気力をサポートするタッチング方法）母子保健福
祉関係の方を含め、総勢４５名参加で行いました。自宅でも、家族の方が出来るタッチング方法で
す。非常に好評につき、次回は各集落で行う方法も考えています。興味のある方々はお声掛け下さ
いませ。
　１１日精神科医仲村先生による講演 “ 高齢者に多いこころの病気～うつ状態・アルコール障害・
認知症～ ” を行いました。また、傾聴（人のお話を聴く・自分の気持ちを伝える方法）のトレーニ
ングを 2 日間行いました。
　私たちは、自分たちも日々精進しながら、皆様と心地よい安全な空間・時間を創れるようにして
おります。しゃべらなくても、お茶やお菓子を食べに来てください。手作りのものを用意しており
ます。今後は、『食』についての勉強、『栄養バランスを整えながら、創る』という実習を考えてい
ます。皆様の連絡やお出でいただけますのを心待ちしております。（文章：肥後）
毎月第３水曜日　午後２時～３時　龍郷中央公民館第２研修室
で行っています。

家族の会代表：村上早苗・肥後あつこ
●龍郷町地域包括支援センター（電話 69-4516）
●龍郷社会福祉協議会（電話 62-5409）　　　　
●肥後医院（電話 62-3023）　　　　　　　　　
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後期高齢者医療保険料率が変わります

　

後
期
高
齢
者
医
療
で

は
、
被
保
険
者
の
皆
様
の

医
療
費
の
動
向
な
ど
を
踏

ま
え
、
２
年
ご
と
に
保
険

料
率
の
見
直
し
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
・
27
年
度
の
保

険
料
率
を
、
表
１
の
と
お

り
改
定
い
た
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
当
た
り
保
険

給
付
費
の
増
加
（
平
成
26
・
27

年
度
平
均
１
・
25
％
増
見
込
）

や
、
少
子
化
に
伴
う
現
役
世
代

か
ら
の
支
援
金
の
減
少
に
よ
る

後
期
高
齢
者
負
担
率
の
増（
０
・

22
％
増
）
等
に
よ
り
、
被
保
険

者
が
保
険
料
と
し
て
負
担
す
る

必
要
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
平

成
25
年
度
の
剰
余
金

見
込
の
全
額
活
用
と

積
み
立
て
て
い
る
基

金
を
最
大
限
活
用
し

て
保
険
料
率
の
増
加

の
抑
制
を
行
い
ま
し

た
が
、
保
険
料
率
を

引
き
上
げ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
保
険
料
率

の
改
定
に
つ
い
て
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

保
険
料
率
を

改
定
い
た
し
ま
す

保
険
料
率
改
定
の
要
因

被保険者の皆様が安心して医療が受けられるように、
平成 26・27 年度の保険料率を改定いたします。

【お問合せ先】龍郷町役場町民税務課　　　　　　  ☎０９９７- ６９- ４５１３
鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課保険料班　☎０９９- ２０６- １３２９

■

■

①介護保険サービスの利用者負担が変わります。
　平成２６年４月から消費税率８％の引上げに伴って、平成２６年４月以降に利用する介護保
険の利用者負担も変更になります。
　ただし、引き上げ分（3％）がそのまま上乗せされるわけではなく、サービスによって上乗
せ率は異なりますが、全体で平均０．６３％の上乗せとなります。
②サービス利用の支給限度額も変更されます。
　１カ月に介護保険で利用できる上限額（支給限度額）については、消費税引上げに伴う介護
報酬への上乗せ対応を行うことにより、従前と同量のサービスを利用しているにもかかわらず、
上限を超えてしまう人が出てくることから、下記のとおり上限額を引き上げます。

【表】居宅介護サービス費等支給限度額及び介護予防サービス費等支給限度額（１カ月）

【お問合せ先】龍郷町役場保健福祉課介護保険係 　☎０９９７- ６９- ４５１４

 

介護保険からのお知らせ 介護保険からのお知らせ
平成２６年４月から消費税率の引上げに伴い
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２
月
16
日
、
り
ゅ
う
ゆ
う
館
で
恒

例
の
「
龍
郷
町
民
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。前
日
に
行
わ
れ
た「
前

夜
祭
」
と
あ
わ
せ
て
、
町
内
外
か
ら

多
数
の
方
々
が
来
場
。
町
民
主
役
の

イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
青
空
市
場
が
あ
り
、

各
種
団
体
が
新
鮮
な
地
場
産
野
菜
な

ど
の
バ
ザ
ー
を
出
店
。
同
館
ア
リ
ー

ナ
で
は
、
大
島
紬
の
展
示
即
売
や
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
町
民
手

作
り
の
作
品
も
並
び
、
来
場
者
の
興

味
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

　

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
産
業
・
健
康
・

生
涯
学
習
各
部
門
表
彰
に
続
き
、
町

内
保
育
所
、
小
中
学
校
に
よ
る
舞
台

発
表
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
劇
な

ど
で
体
い
っ
ぱ
い
に
表
現
。
幾
里
集

落
に
よ
る
八
月
踊
り
・
六
調
で
は
客

席
か
ら
飛
び
入
り
参
加
も
あ
り
、
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
戸
口
集
落
出
身

の
作
家
・
出
水
沢
藍
子
さ
ん
が
登
壇
。

「
書
き
続
け
て
30
年
、
舞
台
は
奄
美
」

を
演
題
に
、
こ
れ
ま
で
の
執
筆
活
動

を
通
し
て
感
じ
た
故
郷
に
つ
い
て
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た

　
（
各
部
門
の
被
表
彰
者
は
10
～
11

ペ
ー
ジ
に
て
紹
介
し
ま
す
）

第
15
回
龍
郷
町
民
フ
ェ
ア

前夜祭
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　町民フェアの締めくくりとなる「抽選会」
で、平岡副町長が草刈り機を当てました。
　後日、日頃から各種作業に取り組むワー
クセンター奄美を訪れて、景品を寄贈しま
した。

講演会
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▼
生
産
者
の
部

　
　

山
下　

武
信

　
　

坂
元　

朝
秀

▼
団
体
の
部

　
　

グ
ル
ー
プ
あ
い
か
な

▼
大
島
紬
功
労
者
の
部

　
　

圓
山　

志
津
子

　
　

里　

キ
サ
子

　
　

前
田　

博
仁

▼
大
島
紬
の
部

　

・
龍
郷
柄
の
部

　
　

德
田　

チ
エ　
　

㈲
興
紬
商
店

　
　

阿
世
知　

敏
子　

㈲
興
紬
商
店

　

・
９
マ
ル
キ
の
部

　
　

中
村　

知
恵
美　

㈲
前
田
紬
工
芸

　

・
８
マ
ル
キ
の
部

　
　

伊
勢　

良
子　
　

㈲
興
紬
商
店

　

・
７
マ
ル
キ
の
部

　
　

嘉　

伸
江　
　
　

㈲
興
紬
商
店

　
　

碇
山　

シ
ホ
子　

㈲
前
田
紬
工
芸

　

・
男
物
の
部

　
　

柳
原
ヨ
ネ
子　
　

㈲
前
田
紬
工
芸

▼
団
体
の
部

　
　

芦
徳
し
ま
お
こ
し
隊

▼
個
人
の
部

　
　

新
島
一
輝

龍 郷 町 民 フ ェ ア 表 彰

健 

康 

長 

寿 

表 

彰

第
１
位　

幾
里
集
落　

50
・
０
％

第
２
位　

円
集
落　
　

46
・
４
％

第
３
位　

手
広
集
落　

43
・
５
％

奥山  敏
秋名

屋村  カズ子
中勝

碩  チヨ
大勝

清田  秀光
川内

重山  初男
秋名

坂元  政秀
手広

久保  妙子
浦

川元  ミチエ
中勝

川野  春エ
中勝

德  ヤス
浦（愛寿園）

中原  フデ
芦徳

池  セツ
芦徳

　

平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
が
高
く
、
集

落
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
集
落
で
す
。

　

90
歳
以
上
で
こ
れ
ま
で
介
護

保
険
の
利
用
が
な
く
、
元
気
で

自
立
し
た
生
活
を
送
ら
れ
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。

特 

定 

健 

診 

表 

彰

　

90
歳
以
上
で
、
介
護
保

険
の
利
用
を
終
了
後
３
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、
身

の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で

で
き
、
元
気
で
自
立
し
た

生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方

が
対
象
で
す
。

健
康
長
寿

　

努
力
賞
表
彰

早川  忠子
芦徳

芳  福七郎
中戸口

高
齢
者

良
い
歯
の
表
彰

　

80
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
持
し
て
い
る
方
が

対
象
で
す
。

産 

業 

部 

門

生
涯
学
習
部
門

（敬称略）
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★５歳児むし歯ゼロ表彰★
平成 25年度５歳児歯科検診において、１本も虫歯がなかった子どもたちです！

雨水  蓮
れ ん

翔
浦

碇山  柑
か ん な

菜
赤尾木

大倉  杏
あ ゆ な

柚奈
大勝

大江  優
ゆうしゅん

駿
大勝

請島  煌
こうせい

晟
玉里

岩崎  瞬
しゅんせい

生
久場

岩切  陽
ひ な の

奈乃
瀬留

大重  祐
ゆ う の し ん

之信
芦徳

岡江  陽
ひ よ り

和
芦徳

嘉村  暖
ひ な た

大
赤尾木

神野  柚
ゆ ず は

葉
瀬留

勝目  あいる
中勝

勝  陽
はる

上戸口
音野  孔

こ う き

希
玉里

川畑  菜
な な こ

々子
赤尾木

栄  宏
こ う き

樹
浦

徳永  蒼
あ お い

生
芦徳

塚田  桃
と う こ

子
浦

園田  洋
よ う た

太
玉里

四位  碧
あ お と

杜
手広

栄  佑
ゆ う き

樹
浦

西  優
ゆ づ き

月
中勝

野津  慎
し ん ご

吾
秋名

藤原  愛
あ い か

佳
浦

福原  璃
り の ん

音
中戸口

平山  怜
れ お な

乙名
秋名

原田  朋
と も み

実
玉里

長谷場  結
ゆ い か

花
大勝

村山  遥
はるか

大勝
泰江  琉

り と む

翔夢
玉里

渡  裕
ゆ ら

愛
浦

米山  まこ
大勝

山田  碧
あ お と

斗
中勝

山﨑  美
み ほ

穂
嘉渡

榮  颯
そ う た

汰
玉里
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平成２６年度龍郷町堆肥助成金交付の申請手続きについて

公共事業入札の公表 平成 26 年２月
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鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
感
電

事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り

の
掲
揚
や
魚
つ
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電
線
に

か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、

お
近
く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

九
州
電
力
奄
美
営
業
所

　

℡
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
８
０
８

　

平
成
25
年
度
ま
で
、
ハ
ブ
１
匹
あ
た
り
の
買

い
上
げ
単
価
は
４
０
０
０
円
で
行
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
内
訳
は
、「
県
の
補
助
額
が

２
０
０
０
円
」、「
町
の
負
担
額
が
２
０
０
０
円
」

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
鹿
児
島
県
の
ハ
ブ
捕
獲
奨
励
買
上
事

業
に
係
る
買
上
金
の
改
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
ハ
ブ
１
匹
あ

た
り
の
買
上
に
係
る
県
の
補
助
額
が
１
５
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
奄
美

大
島
５
市
町
村
に
お
い
て
は
１
匹
あ
た
り
の
買

上
に
係
る
負
担
額
を
県
と
同
額
の
１
５
０
０
円

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

と
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
捕
獲
さ
れ
た
ハ
ブ

の
買
上
金
単
価
の
内
訳
は
、「
県
の
補
助
額
が

１
５
０
０
円
」、「
町
の
負
担
額
が
１
５
０
０
円
」

と
な
り
合
計
で
「
３
０
０
０
円
」
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
連
絡
先　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

龍
郷
町
役
場　

生
活
環
境
課　

環
境
衛
生
係

　
　

☎
62
‐
３
１
１
１
（
内
線
１
４
１
）

　

平
成
26
年
４
月
よ
り
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金

が
犬
１
頭
に
つ
き
２
４
５
０
円
か
ら
２
８
５
０

円
と
な
り
、４
０
０
円
値
上
が
り
と
な
り
ま
す
。

（
注
射
済
票
込
み
金
額
は
、
３
０
０
０
円
か
ら

３
４
０
０
円
）

　

現
行
の
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金
は
、
平
成
12

年
度
に
制
定
・
施
行
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
間

に
諸
物
価
・
人
件
費
等
の
値
上
が
り
や
、
平
成

26
年
４
月
よ
り
消
費
税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
た
め
、
今
回
の
注
射
料
金
へ
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
狂
犬
病
に
つ
い
て
》

　

狂
犬
病
は
人
間
を
含
む
す
べ
て
の
哺
乳
類
が

◆
狂
犬
病
予
防
注
射

　
　
　
　
　
　

料
金
の
改
定

感
染
し
、
発
症
段
階
で
は
治
療
法
が
な
く
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
死
亡
し
ま
す
。
平
成
25
年
11
月
に

は
台
湾
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず

１
年
に
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

◆
九
州
電
力
か
ら

　
　

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

◆
ハ
ブ
捕
獲
奨
励
買
上
事
業
に

　
　
　
　

係
る
買
上
金
の
改
定

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
連
絡
先　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

龍
郷
町
役
場　

生
活
環
境
課　

環
境
衛
生
係

　
　

☎
62
‐
３
１
１
１
（
内
線
１
４
１
）

◆
指
定
ご
み
袋
の

　
　
　
　
　

税
表
示
に
つ
い
て

現在は消費税込みの表示ですが、平成 26 年 4 月 1 日販売分から
消費税抜きの表示に変わります。

▲
▲

こちらの表示が変更になります
２８６円 +税

▲
▲

こちらの表示が変更になります
１９０円 +税
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龍郷町の人口
平成 26 年２月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,979

6,176
　
2,990

3,186

 0
　
-5

-4

-1

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
2
月
届
出
】

德
永　

結ゆい
さ咲

池
山　

夏なつ
き輝

山
田　

昊な
み

と

南
翔

麓
川
　
大ひ
ろ
と翔

勝
目
　
圭け
い
た太

手
広

龍
郷

中
戸
口

下
戸
口

中
勝

保
護
者
名

健
治

勝
徳

啓
幹

篤正
和

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
2
月
届
出
】

渡　

テ
ツ
エ

重
田　

留
藏

箕
輪　

隆
治

前
田　

ナ
ス
エ

（
96
）

（
98
）

（
83
）

（
97
） 赤

尾
木

秋
名

嘉
渡

手
広

香
典
返
し
お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
２
月
届
出
】

・
赤
尾
木
の
渡
重
彦
さ
ん

　
　
　
　
（
故
渡
テ
ツ
エ
さ
ん
の
夫
）

・
玉
里
の
平
忠
光
さ
ん

　
　
　
　
（
故
平
イ
ツ
さ
ん
の
子
）

・
嘉
渡
の
箕
輪
シ
ギ
子
さ
ん

　
　
　
　
（
故
箕
輪
隆
治
さ
ん
の
妻
）

香
典
返
し
お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

・
中
戸
口
の
德
永
英
三
さ
ん
（
故
德
永
幸

三
さ
ん
の
父
）
か
ら
上
戸
口
集
落
、
中
戸

口
集
落
、
下
戸
口
集
落
へ
。

・
円
の
塩
田
今
朝
美
さ
ん
（
故
塩
田
松
枝

さ
ん
の
子
）
か
ら
愛
寿
園
へ
。

ふ 

る 

さ 

と 

納 

税

・
福
岡
県
の
羽
生
和
美
さ
ん

　龍郷町体育・文化センター「りゅうゆう館」の管理運営業務を、社会福祉法人・竜泉会が平成
２０年４月１日から平成２６年３月３１日まで指定管理者に選定されていましたが、期間終了に
より、平成２６年４月１日より町が直営で管理することになりました。
　使用許可の申請・使用料については従来どおりですので、健康増進やスポーツ・レクリエーショ
ン並びに芸術文化の拠点施設として、お気軽にご利用ください。
　▽開館時間　　午前９時～午後１０時
　▽休館日　　　月曜日（１２月２９日～３１日及び１月１日～３日までの６日間）
　▽申請手続き　文化ホールについては、使用とする日の６か月前から。
　　　　　　　　その他の施設は使用とする日の属する月の１か月前から受け付けます。
　▽使用許可　　使用を許可したときは使用許可書を交付します。
　▽使用料　　　使用許可と同時に納入していただきます。

龍郷町体育・文化センター
「りゅうゆう館」

〒８９４－０１０４
龍郷町浦角子１８３７番地

TEL：６２－５５６６
FAX：６２－５５６７

龍郷町体育・文化センター「りゅうゆう館」の管理について
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　平成 25 年度から始まった「高齢者元気度アップポイント事業」ですが、平成 26 年
４月１日からの活動については、ポイントカードの更新が必要です。
　ポイントが付与できる活動は、町等が実施する健康増進・介護予防・地域貢献学習に
関する活動ほか様々です。詳しくは、龍郷町役場保健福祉課（☎ 69 ‐ ４５１４）まで。

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

３（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館
７（月）入学式・始業式 各学校
９（水）じゃがいも会 13：30 ～ どぅくさぁや館

10（木）
乳児健診・ＢＣＧ 12：30 ～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

15（火）お腹すっきり運動教室 19：30 ～ 〃
16（水）たつごう在宅家族の会 14：00 ～ 町中央公民館

17（木）
もこもこクラブ   9：30 ～ どぅくさぁや館
でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

23（水）じゃがいも会 13：30 ～ 〃

24（木）
２歳・５歳児歯科健診 13：00 ～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

29（火）公民館講座合同開講式 10：00 ～ 町中央公民館

４月行事予定表

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

４月のどぅくさ会
時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

「元気度アップポイントカード」の更新について
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玉黄金
満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
を

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

２
月
生
ま
れ

別府　春音
べっぷ　　  はると

Ｈ２５. ３. ７　生

父 亮　母 友美  赤尾木

くん里村　魁星
さとむら　かいせい

Ｈ２５. ３. ３１　生

父 勇弥　母 逸美  嘉渡

くん

平成 25 年度公民館講座合同閉講式 ・学習発表
　３月１６日（日）、体育・文化センターりゅうゆう館
で「平成２５年度公民館講座合同閉講式・学習発表」が
ありました。本年度は３５８名が各種講座を修了。修了
証書の授与や表彰のほか、発表では合唱や舞踊など多彩
なプログラムがありました。講座生は、約１年にわたり
仲間たちと楽しく学んだ成果を存分に披露しました。


